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トランシーバーアプリ導入による介護施設での職員連携効率化
入浴介助中の連絡不備によるタイムロスを解消するため、ワイヤレス通話ができるLINEWORKSラジャー（トランシーバー
アプリ）を導入し、ホールと風呂場のリアルタイムな連携による業務効率化を実現しました。

＜Y-BASE コンサル優良実装事例＞

スマホアプリ導入により離れた場所にいるスタッフ間の連携が円滑化し、業務効率が向上しました

• 介護施設における、風呂場とホール間の
連携を効率化したい
【ホール側】
 風呂場へ連絡してもつながらない場合がある
 ホールで内線の場所が固定されており、

風呂場から連絡が来た際に対応できない
場合がある

【風呂場側】
 手が空いてから利用者を呼び出すため、次の

利用者を迎え入れるまで空白の時間がある
 風呂場に内線やインカムを持ち込めず、

連絡を受ける度に作業が止まる

概要

相談者 介護老人保健施設ぺあれんと 様

相談内容

支援内容
• 業務フローのヒアリング、課題特定
• 解決ソリューションのご紹介
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• 業務負荷の削減

• コミュニケーションツール

コンサル詳細

ホールにいる利用者を風呂場へ呼び出す必要があるが…

いつでもどこでも連絡が取れるように!

スマホとイヤホンがあれば
利用可能なトランシーバー

アプリを導入

風呂側スタッフホール側スタッフ

効果

課題

アプリ
導入

アプリを起動している
スマホは浴室内に持ち
込む必要が無く、脱衣
所等においておけばOK

Bluetoothでスマホと
イヤホンマイクを接続、
耳元のマイクだけで応
答が可能に

内線をかけても繋がらない

端末の持ち込み不要 ハンズフリー通話

内線やインカ
ムは風呂場
に持ち込め
ず、連絡に
対応する度
に手が止まる

内線やインカ
ムは風呂場
に持ち込め
ず、連絡に
対応する度
に手が止まる手が空いてから次を呼ぶため

空白時間が生じる

内線の場所
が固定されて
いて連絡が
来てもすぐに
出られない

内線の場所
が固定されて
いて連絡が
来てもすぐに
出られない

風呂側スタッフホール側スタッフ

いつでも利用者の状況を伝えられる 連絡が来て
も、対応する
ために介助

の手を止める
必要がなく

なった

連絡が来て
も、対応する
ために介助

の手を止める
必要がなく

なった終了時間をリアルタイムに予告
することでスムーズに次を呼べる

ホールのどこ
にいてもその
場で即座に
連絡を受け
取れるように

なった

ホールのどこ
にいてもその
場で即座に
連絡を受け
取れるように

なった


